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（様式） 

会議議事録 

会議名 平成 30 年度第２回学校関係者評価委員会 

開催日時 平成 30 年 11月 18日（日曜日）10：00～12：00 

場所 本校 603 教室 

出席者 

（敬称略） 

① 委員：伊藤雄子(保護者)、佐藤文雄(高等学校関係者)、野間弘(卒業生)、藤井昌弘(医

療事務関連業界関係者)、保坂正春(記録事業業界関係者)、宮武正秀(福祉関連業界関

係者)、赤塚敦子（看護関連業界関係者）（計７名） 

② 学校：橋本正樹（校長）、宮下明久（事務局長）、前田律子（看護科担当副校長兼学科

長）、小田真理子（字幕制作・速記者養成科学科長）、吉川香（医療秘書科学科長・医

師事務技術専攻科長）、村山由美（医療秘書科副学科長）、黒田潔（医療マネジメント

科学科長・診療情報管理専攻科長）、三宅かおり（医療マネジメント科副学科長・教

務委員長）、中村博臣（くすり・調剤事務科学科長）、岩上由紀子（介護福祉科学科長）、

宮嶋貴与（鍼灸医療科学科長）（計 11名） 

③ 事務局：松本晋圭、川内靖美、手塚理恵子（計３名） 

（参加者合計 21 名） 

欠席者 樋本慶（くすり・調剤事務関連業界関係者）、伊東由美（看護科副学科長） 

配付資料 ①事前送付： 

□資料１：平成 30 年度学校関係者評価委員会名簿、□資料２：平成 30 年度第１回学校

関係者評価委員会議事録、□資料３：平成 29年度学校関係者評価報告に示された意見・

課題への取組の進め方の中間点検、□資料４：平成 30年度重点目標と達成するための計

画・方法の中間点検、 

□資料５：平成 30 年度学校関係者評価報告書検討資料、□資料６：平成 30 年度学校関

係者評価報告書様式、□資料７：平成 30年度第１回委員会以降の主な経過報告（別添Ａ：

平成 30 年度進路決定状況、別添Ｂ：平成 30 年度前期授業アンケート集計結果、授業ア

ンケート集計結果報告シート、別添Ｃ：平成 30年度学校生活に関する調査・挨拶に関す

るアンケート用紙、別添Ｄ：平成 30年度教員研修計画・実績、別添Ｅ：2018年度共通基

礎学力テスト分析、別添Ｆ：ＡＯ入試入学予定者への入学前指導プログラム、別添Ｇ：

平成 30 年度学生募集状況 

②当日配付：別添Ｅ：2018年度共通基礎学力テスト分析（再配付） 

議題等 １．事務局より新任委員の紹介（説明者：事務局松本） 

 赤塚委員は看護関連、樋本委員はくすり・調剤事務関連の業界関係者として、新たに

委員に加わっていただくことになった。 

 

２．校長挨拶 

18 歳人口の減少に伴って高等教育機関は大きな影響を受け、専門学校は一条校を目指

すグループと専門学校が本来持っている教育の自由度を活用するグループの２派に分か

れている。一条校化の面では、専門職大学として大学２校、短大１校が認可された。本

校は既に学園に一条校があるので、特徴をいかに生かすかを考えていきたい。 
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次年度に向けての出願が始まっているが右肩下がりの状況である。施設を活用しなが

ら、専門学校に期待されている学び直しの社会人教育と介護分野を中心とした留学生の

受け入れを拡大して、学生数の減少を補いたい。 

今回は上半期の報告になるが、先生方のご意見をぜひ賜りたい、との挨拶が行われた。 

 

３．前回委員会議事録の確認（説明者：保坂委員長） 

前回議事録（資料２）について訂正等がなければ確認し、公開等の準備を進めたい旨

の発言があり、特に意義なく、確認、了承された。 

 

４．経過報告（説明者：宮下事務局長、三宅教務委員長、事務局松本） 

 平成 30年度第１回委員会以降の主な経過について、各担当より資料７に基づき報告の

後、質疑応答が行われ、確認、了承された。詳細は別紙のとおり。 

 

５．平成 29 年度学校関係者評価報告書に示された意見・課題への取組状況報告 

 事務局より、資料３の構成及び中間点検の記述経過について説明が行われ、確認、了 

承された。詳細は別紙のとおり。 

   

６．平成 30 年度重点目標の中間点検報告について 

橋本校長より、資料４に基づき、今年度の３つの重点目標（①TPCの育成と強化、②学

び直しの教育プログラムの開発、③ビジョンの共有とアクションプランの策定）につい

て中間点検報告が行われ、確認、了承された。詳細は別紙のとおり。 

 

７．平成 30 年度学校関係者評価報告案について 

保坂委員長より、前回委員会において質疑をいただいた平成 29年度活動の自己評価報

告に対する本委員会の意見を、平成 30年度学校関係者評価報告書検討資料（資料５）と

してまとめたので、重点目標、各評価項目の順に質疑をお願いするとの説明があり、資

料５の構成について事務局より説明の後、検討を行った。 

審議の結果、報告文書の最終的な整理とまとめは保坂委員長に一任して、平成 30年度

学校関係者評価報告が確認、了承された。詳細は、別紙のとおり。 

なお、各委員の総評について、委員長の指名順に発言をお願いした。詳細は別紙のと

おり。 

 

８．意見交換など 

 主に授業アンケートについて意見交換が行われた。 

 

９．次回日程、その他 

 事務局松本より、第３回は３月中を予定、平日も選択肢に入れた日程調整に協力を賜

りたい旨、説明が行われた。 

最後に、保坂委員長より、本日の委員会質疑への謝辞が述べられた後、閉会した。 

以上 
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別紙 

平成 30年度第２回学校関係者評価委員会の主な討議内容 

４．経過報告について 

○平成 30 年度第１回委員会以降の主な経過報告について、宮下事務局長、三宅教務委員長、事務局松

本より資料７（別添Ａ～Ｇ）に基づき、以下の報告が行われた。 

１．学生の状況関連 

(1)退学 

・個人情報を削除した上で「退学者・学籍異動の記録」と「退学防止の事例記録」を学内ネットに掲

載して役立てている。 

・科目毎の欠席届を担任に提出することで欠席情報を把握している。 

・学生委員会を中心に対策を進めている。 

  前期：夏休み前と後に１年生担任に対して退学の意向申出者への対応経過について調査し、夏休み

明けの担任からの連絡、学生委員からの Gmail による保健室・学生相談コーナー利用促進な

どの対策を進めた。 

 後期：前期と同様の調査を 12 月及び２月に実施して対策を進める。調査結果を学科にフィードバ

ックして学科での対策にも生かしてもらう予定。 

・ＡО入試入学予定者に対する入学前指導プログラムの見直しを行っている。（別添Ｆ参照） 

(2)就職活動 

 ・各学科の学科運営計画に内定目標数値を明記して取り組んでいる。（別添Ａ参照） 

２．アンケート関連 

 (1) 平成30年度の実施状況 

 授業アンケート 学校生活に関する調査 

期間 前期：6/18 (月)～22(金) 後期：12/3 (月)～7(金) 12/3(月)～14(金) 

対象 ・全学科 

実施

計画 

・平成 29 年度前期・後期授業アンケート実施計画、実施

手順を修正 

・単純平均値と自由記述（別添Ｂ参照） 

・結果へのコメント記述 

・平成 29 年度学校生活に関する調

査実施計画、実施手順を修正 

・12/3 以前のインターンシップ専攻

生は個別実施 

質問 ・平成 29年度改訂版 ・平成 29年度改訂版（別添Ｃ参照） 

実施

科目 

・前期科目及び通年科目 

・306 科目 7,198回答 

・後期科目及び通年科目 

・科目番号を確認中 

・挨拶に関するアンケートを合わせ

て実施 

結果

報告 

・7/2～科目担当者に手渡し 

 

・12/17～科目担当者に手渡

し 

 

・平成 31年 4月学科教員会 

 

公表 
・内部：平成 30年 10 月～ 

 

・内部：平成 31年 5月 

・外部：平成 31年 5月 
・内部：平成 31年 5月 

３．教務委員会関連 

(1) 平成 30年度実施計画・実績（別添Ｄ） 

・職業実践専門課程の認定要件に基づく研修及び教務委員会主催の外部講師招聘研修。 

・専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得・向上するために実施するもの。 
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・授業及び学生に対する指導力等を修得・向上するために実施するもの。 

(2) 平成 30年度入学生の基礎学力調査結果（別添Ｅ参照） 

(3) ＡＯ入試入学予定者への入学前指導プログラム（スクーリング）（別添Ｆ参照） 

５．職業実践専門課程関連 

(1)教育課程編成委員会の開催 

 医療事務分野教育課程編成委員会 福祉分野教育課程編成委員会 

認定課程 医療秘書科、医療マネジメント科 

（診療情報管理専攻科、医師事務技術専攻科） 

介護福祉科 

第 1回 7/26（木）13:00～15:00 7/18（水）13:00～15:00 

テーマ ・平成 30年度の教育活動と学科運営、計画等について  

・平成 30年度教員研修計画 

・平成 30年度の重点目標について   

・平成 31年度カリキュラム編成について（医療事務系） 

第２回予定 2/21（木）15：00～17：00 2/20（水）10：00～12：00 

６．平成 30年度活動の自己点検・自己評価関連 

(1)活動の予定 

日程 実施内容 

2/下～ 

3/中 

□２月点検委員会から活動開始 

①平成 29年度学校関係者評価報告書からの意見・課題の年度末点検（各担当） 

②平成 30年度重点目標の年度末点検（校長） 

③部署、担当毎に該当する点検項目について平成 30年度活動の自己点検・自己評価 

・使用基準：私立専門学校等評価研究機構「専門学校等評価基準書 ver4.0」 

3/下 
□平成 30年度第３回学校関係者評価委員会へ①と②の点検結果報告 

□３月点検委員会で③の全体まとめ、自己評価報告書の作成、参考資料確認 

4/下 
□４月点検委員会で④平成 30 年度活動の自己評価報告書（点検大項目）作成、⑤平成 30年 

度学校関係者評価報告書からの意見・課題の進め方確認 

5/下 □５月点検委員会で⑥平成 31 年度重点目標の確認 

7/中～下 □平成 31年度第 1 回学校関係者評価委員会へ④の報告、⑤⑥の説明 

７．その他 

(1)平成 30年度学園祭 

  ・準備日 11/29（木） 

・開催日 11/30（金）前夜祭、12/１（土）一般公開 

○就職活動の状況については、宮下事務局長より以下の補足が行われた。 

・昨年度と同様、内定状況は好調に推移している。 

○授業アンケートについては、事務局松本より以下の補足が行われた。 

・前期の授業アンケートは６月 18 日から 22 日に実施した。後期は 12 月３日から７日にかけて実施す

る予定である。学校生活に関する調査は 12月 14日までの期間で実施する。 

○教務委員会については、三宅教務委員長、事務局松本（教務委員兼務）より以下の補足が行われた。 

・今年度の教員研修計画・実績は昨年度と同様の研修数となっている。 

・８月に「学生を巻き込む授業を創る」というテーマで研修を実施した。 
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・２月末または３月にファシリテーション研修を予定している。 

・共通基礎学力テストと学習成績の関係は、相関係数が 0.4以上であれば関連があるということでデー

タを追っている。  

・平成 31 年度生ＡＯ入試入学前指導プログラムの前年度との変更点は、ＡＯ入試合格者に加えて看護

科の公募推薦入試合格者を第３回のスクーリングのみ対象とした。 

○委員からの質問・意見と回答は次のとおり。 

(1) 就職活動状況について 

委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□就職先の特徴として、昨年度より大学病院へ

の就職者が多いという報告があったが、その理

由として求人数が多かったと解釈してよいか。 

□しばらく求人が途絶えていた病院から求人を

いただけたことと、新規の求人先が増えた点が大

きな要因である。一つの病院で多く採用いただい

ているケースもある。 

 (2) 共通基礎学力テストについて 

委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□共通基礎学力テストの平均値は単純平均値

か。 
□単純平均値である。 

 

(3)教員研修計画・実績について  

□職業実践専門課程の特徴の一つに教員の企業

との連携とあるが、平成 30 年度教員研修計画・

実績の一覧に入っているか。 

□関連分野の方による研修は、11 月に「病院マ

ネジメントから医師事務作業補助者の活用とそ

の効果」というテーマで病院の方に特別講演をし

ていただき多くの教職員が話を聞いた事例があ

る。もう一つ、医療マネジメント科、診療情報管

理専攻科では、将来の進路選択を考えさせるため

に１年生に向けて診療情報管理士関連の講演を

行っているが、今年度初めての試みで病院の診療

情報管理士の話を聞かせた。事前に診療情報管理

分野の教員と相手の職員が頻繁にやりとりをし、

現場における具体的な事例のリサーチができた

ようである。 

５．平成 29年度学校関係者評価報告書に示された意見、課題への取組状況報告について 

○保坂委員長より、記述した各担当から追加のコメントがあればいただいた上で、ご意見、ご質疑をい

ただきたい旨、説明があった。 

(1)退学防止について 
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□ハイパーＱＵとはどういうものか。 
 
 
 
 

 
 
□医療秘書科の中間点検に、ＡＯ入試入学生は、

例年より学校生活に積極的な取り組みが見受け

られるとあるが、具体的にはどのような取り組

みか。 
 
 
□入学前指導プログラムの成果が出ているとい

うことか。 
 
 
 
 
 
 
□退学防止対策に関して、ＡＯ入試入学生以外

の学生についても退学の兆候を把握している

か。 

□アンケートによる心理分析のようなツールで

ある。学生との向き合い方に反映させたいとの思

いから、医療秘書科、医療マネジメント科の今年

度入学生に対して実施した。 
□退学の可能性があるような学生のピックアッ

プに役立つツールである。次年度以降は他学科も

実施できればと思う。 
□ＡＯ入試入学生の特性として、欠席が多い傾向

があったが、今年度のＡＯ入試入学生は事前にス

クーリングで友達づくりができ入学時から顔見

知りがいるためか、積極的に登校してくる傾向が

ある。７月の体育祭でも声が出て表情も明るく、

雰囲気がポジティブなタイプが多くなった。 
□グループができ上がってしまうと不都合な部

分も生じる可能性があるが、積極的である。 
□ＡＯ入試入学生への退学防止対策としては、医

療秘書科が先行している。入学前のイベントに加

えて個別対応、連休前後のメール等である。ハイ

パーＱＵで退学の因子が見られるＡＯ入試入学

生に対しても対策を重ねることによって退学防

止を進めていきたい。 
□全入学生に対して退学の兆候があるかどうか

を調査している。 

(2) 教育課程への外部意見の反映について 

委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□卒業生はどのような目的で来校しているか。 
 
 

 
□医療マネジメント科では卒業生からどのくら

い情報収集ができているか。 
 
 
 
□実習先の情報を常に収集していくと指導に役

立つと思うし、病院の状況は変わっていくので

最新の情報を得るように機会があればｎ数は多

くとっていただきたい。 
 

□仕事上の転換期を迎えていたり、お祝い事の報

告だったり、目的はさまざまである。卒業生同士

が学校で待ち合わせをするケースもあり、親近感

のあるよい環境ではないかと思っている。 

□５月の就活支援イベントで、働いている卒業生

の話を学生に聞かせている。具体的な仕事内容、

職場の状況、将来展望等、キャリアサポートセン

ターだけでなく学科でもリサーチすることは可

能である。 

□おっしゃるとおりだと思う。病院実習を終えた

学生や早期勤務に行っている学生からもリサー

チしている。コンスタントに卒業生から情報収集

するシステムは、着手しつつあるが検討事項の一

つではないかと思う。 
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 □卒業生の就業状況についての情報収集は、学科

による事情がかなり違うので各学科で検討する

ことになっている。医療マネジメント科では定期

的に Gmailでアンケートを実施し、そこから問題

を抽出できるように検討中である。手始めとし

て、学園祭において学科の部屋を設け、そこに来

た卒業生から聞き取っていきたいと考えている。

就業してからもきちんとフォローしていきたい

と思っているが、何が一番有効かということを今

模索中である。 

(3) 資質向上への取組について 

学校関係者評価委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□教員の質を高めるために授業参観に取り組ま

れているが、参観した後の評価や意見交換はど

のようにされているか。 

 

□参観した場合は参観レポートを公開者に提出

し、公開者は参観レポートを読んだ上でどのよう

に改善していくかという内容の公開レポートを

作成することになっている。参観して終わりでは

なく、どう思ったか、どのように自分の授業に生

かすかということはＰＤＣＡサイクルとして行

っている。今年度は後期に実施し、公開授業の比

率が上がった。 
(4) 中途退学への対応について 

委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□今後留学生が増えてくるということで選考の

ときに留学生に対して特別なことをしている

か。 
 

□一部の留学生はレベルが高いので、日本語に苦

しんでいるとか授業が理解できないということ

はない。むしろ日本人学生のほうがもっと勉強し

ないといけない状況である。２年生になるとより

専門的な内容の科目になるので、そこで理解にば

らつきが出てくるかもしれないというふうに見

ている。理解度が足りない学生には補講なり個別

対応を考えていきたいと思っている。 
□入学基準のＮ２を守ってきていることもあっ

て能力的に高い留学生が多い。本校では留学生に

対して日本語の教育も含めてしっかりした信頼

される教育を提供したい。 
（５）保護者との連携について 

委員からの質問・意見 質問・意見への回答 
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□医療秘書科の保護者会の開催について記述が

あるが、出席人数、内容、感想をお知らせいた

だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

□２時間を想定して行い、40 分ぐらいで学校、

学科、ふだんの状況、２年生の検定試験取得状況、

就職内定の話をし、残りの 80 分ぐらいでご家族

と担任との面談を行った。参加者の話を伺うと、

担任と直接話をしたい、学生のふだんの様子を聞

きたいということが主目的だったようである。参

加率が高まった場合、主目的を達成するためには

さらに長い時間を設ける必要があると思ってい

る。一定の情報量はふだんからご家族にも提供す

ることが必要と反省している。 

６．平成 29年度重点目標の中間点検報告について 

○橋本校長より資料４に基づき以下の説明が行われた。 

①ＴＰＣの育成と強化 

・人生 100年時代を生きていくにあたり学び直しができる人材の育成が課題だと思っている。自ら考え

積極的にコミュニケーションをとりながら生きていく人材の育成に、引き続き各学科、学校行事等で

取り組んでいるところである。 

②学び直しの教育プログラムの開発 

・専門学校の本来の役割でもある学び直しについては、文科省のほうから要請がある。本校は駅から徒

歩 1分という非常に便利なところにあるが、現在はあまり活用していない夜間、休日の校舎を有効活

用したいと思っている。現在、プロジェクトチームで具体的に動き始めている状況である。卒業生支

援講座での試験的な実施もあわせて進めていきたい。 

③ビジョンの共有とアクションプランの策定 

・専門学校の方向性については、教職員の共通理解がなければならない。教職員が一段高い視点で状況

を把握するため、校長主催の研修も行った。本校の医療事務系の教員、事務職員、関連の短大、看護

科実習先の病院の事務の方々の参加により、病院の方より医師事務作業補助者について病院マネジメ

ントの観点からお話しいただいた。医師事務作業補助の仕事は一旦退職して何年後かに戻ってもその

まま使えるということなので、そういう趣旨からも医療事務系は考えてもいいのではないか。幸い本

校は医師事務技術専攻科があるので、カルテの代行入力を含めて本校の強みを生かした言葉に関する

教育も医療業界と具体的に進めているので、そういった方向にも共に進もうという意味でのビジョン

の共有、アクションプランの策定を、校長及び校長室で進めているところである。 

○委員からの質問・意見と回答は次のとおり。 

委員からの質問・意見 質問・意見への回答 

□字幕制作関連、調剤事務関連の卒業生支援講

座はどうだったか。 
□字幕関連の講座に参加した同期生の方々も言

っていたが、これから速記の仕事をやってみた

いという人が速記業界の状況を知りたいという

ところもあったようである。字幕業務の説明と

ともに会社説明会みたいという反応があったの

が残念だった。特定の学科に限らないが卒業生

□本校の場合、既にない学科も校友会に含まれる

が、医療事務系対象の校友会になってきている。

今後学び直しの講座を実施する場合にはその対

応はきちんとしたいと思う。年明けに校友会を予

定しているが、教育の面からも校友会組織をもう

一回立て直したいと思っている。教育に関して協

力をいただく関係で、関連企業にオープンキャン

パスでデモンストレーションを行っていただい
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に対するリスペクトが足りないのではないか。

久しぶりに来校した卒業生に対しての声かけ、

接し方が通り一遍で、これでいいのかと思った。

字幕制作・速記者養成科をどういう思いでつく

ったか、こういう人を集めたいというようなこ

とを校長が話すべきだったと思うが、その場も

なく淡々と進んだので、その辺は今後学校全体

で考えていただきたいところである。 
 
 
 
 
 
 
 
□募集広報協議会、進路指導協議会は定期的に

実施しているか。 
□２つの会を校長、校長室の運営に改めた理由

は、先ほど述べられていたようなところからな

のか。 

た。これからの教育は自校だけで成り立たないし

専門性も上がっているので、業界との連携で人を

育てることになる。その他の関連企業等ともタイ

アップしてやっていきたいと思っている。調剤事

務関連の講座は、台風の日だったので参加数が少

なかった。 
□調剤事務の講座と２月に予定している登録販

売者の講座の２つに関しては、本校で今後開講を

予定している調剤事務講座、登録販売者養成講座

のニーズを掘り起こしたいという目的だったが、

参加者全員が開講予定の講座に興味があるとの

ことで、当初の目的は達成されたと捉えている。  
□原則として月１回実施している。進路指導協議

会は国家試験系の学科は含まず、分科会の形で医

療事務系の学科が中心となっている。 

□これまで募集広報協議会は広報室長、進路指導

協議会はキャリアサポートセンター長が運営し

ていたが、意見がまとまりにくいところがあった

ため、具体的にまとめていくことを考えて、校長、

校長室が運営している。 
 

６．平成 30年度学校関係者評価報告案について 

○最初に事務局松本より、資料５、６に基づき平成 30 年度学校関係者評価報告案について以下の説明

が行われた。 

・学校関係者評価報告書を最終的に保坂委員長から橋本校長に提出していただく形になる。評価報告書

については資料６に委員の方々のお名前が載っていて、裏面に本日いただく総評、資料５の学校関係

者評価委員会の評価、意見及び提案を添付して今年度の学校関係者評価報告書となる。資料５につい

ては自己評価の要点と見比べたほうがお読みいただきやすいということで、資料５のほうで確認して

いただき、資料６を最終的に作成する流れになっている。資料５について修正等していただき、資料

６の総評を記入して年内に委員の皆様にはお送りする。それをご確認の上、修正等があればお書きい

ただいて返送していただく予定である、例年は年内に保坂委員長に最終確認していただいて校長に提

出という形になるが、今年は記録担当が異なっているので、評価報告書の提出自体は、年末から１月

の中旬ぐらいの間と考えている。 
○保坂委員長より、全体を通して表現や内容について何かあった場合にご意見をいただく形で進めたい

との説明があった。 
○委員からの意見は次のとおり 
１．教育理念、目的、育成人材像 
・卒業後 40 年とあるが、資料３の中で 2－40 というのは象徴的な表現とあるので、40 年という明確な

数字ではなく、別の表現にしたほうがよいのではないか。 
・おっしゃるとおり、40 年にはこだわらないので、「卒業後 40 年」の記述は改めるべきと考える。た
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だし、「2－40」については募集広報等において定着している表現でもあるので、タイミングを見て改

めることを検討したい。 
３．教育活動 
・教育活動の目標の設定の中に、復元力とか人間力とあるが、わかりにくさがあるので他の表現にすれ

ば対外的に理解されると思う。 
・復元力は、文科省や教育の場でレジリエンスというよく通っている言葉がある。人間力は、ＡＩに仕

事を奪われる中での人間ならではの仕事、人間としての能力ということで、事務局で考えていただけ

ればと思う。 
○保坂委員より、以上で報告書の審議を終了した。最終確認は事務局と委員長に一任してほしい旨の発

言があり、確認、了承された。 
○最後に、保坂委員長の指名順に各委員の総評が行われた。 
・重点目標として取り上げられた退学防止への今までの試みが実を結んで退学者が減ったということな

ので、今後もいろいろな面で学生をサポートしてなるべく退学者をゼロに近づけるようにしていただ

きたい。 

・校内的には退学防止などで教育成果が上がっていると思う。医療秘書科では保護者会を初めて開催す

るなど先生方が非常に努力されていることがよくわかる。アンケートについてはどの項目も良好な結

果が出ているが、相対的に見ると、授業中に居眠りはしていないという項目と、教員は見やすさ、わ

かりやすさに配慮して工夫しながら授業を進めているという項目の数値が若干低いという結果が出

ている。ここ数年教員研修が活発化してきて授業改善にも取り組まれているが、以上２点も他項目の

数値に近づくよう授業の質の向上に努めていただければと思う。 

・募集に関する意見が出ているが、報告書を待っているとおくれてしまうので、再来年の募集に反映で

きる意見は校長判断で早くから現場に落としていっていただきたい。 

資料に触れられてはいないが、少年法改正に関して成人年齢が 20歳から 18歳に引き下げられること

が閣議決定された。大人として入学してくることになると扱いがさま変わりするので、学校運営で懸

念することがある。一つは経済生活で、ローンとかクレジットが独自の判断でできてしまう。悪いこ

とをしたときに少年Ａではなくて名前や所属の学校名、企業名が出ることがある。大人の扱いを考慮

して入学案内書や学生生活ガイドを見直す必要があるのではないか。 

・校長の話で、入口と出口が大事というのはまさにそのとおりだと思う。入口のところでは入試のフォ

ローや留学生についての準備、教育については研修とか授業公開に努力している。出口についても 2

－40、卒業生フォローを充実していこうとしている。入口、出口、教育の３つのステージについてバ

ランスよく考え、実践されているという実感を持っている。引き続き質を高めていくことを期待して

いる。 

・30年前に本校を卒業したが、その当時からの良心的な学校という印象は今までの話を聞いていても基

本的に変わらず、教育、広報、就職それぞれの担当の方々が真面目に協議してやっていると思う。18

歳人口が減ってきて、福祉分野は学校というより業界の不人気というところがあるが、今後も良心的

な部分は継続しながら、生き残るために柔軟性を持って業務に取り組んでいただければと思う。 

・退学防止については、面接が丁寧に行われ、アンケートで退学の兆候がある学生を早目にピックアッ

プするなどさまざまなことに一生懸命に取り組まれ、成果が出ていると思う。反面、これからどうい

う方向に進んでいきたいかと迷っている人たちもたくさんいて、今選んだ方向に行くほうが本当にい

いのかというところでは適切に判断できるように支援することが大事ではないかと思っている。その
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人に適性があるかを決めるのは難しいが、現場には専門職として働いていく上での厳しさがあるので、

教員が一緒に考えていけたらいいのではないかと思う。退学が決していけないことでもないのかなと

認識している。今後の取り組みとして、校長先生がお話しされていた外国人の支援とか働いている人

たちの学び直しは社会が求めていることで、先を見越して運営していくことがとても大事だと改めて

思った。 

・この委員会では３つぐらいキーワードがあったと思う。学生個々の分析を指導に生かして丁寧に向き

合うこと、それから卒業生支援についての議論、広報をもっと工夫するべきという意見があったと思

う。それらの中で、ＡＯ入試の入学前指導プログラムは、学内を巻き込んで、参加者に対しても手厚

く丁寧に行われたと思う。一方で、卒業生支援講座は残念ながら卒業生に対するリスペクトが足りな

い部分があったような気がした。そのようなことを全体で考えていただくといいと思った。 

８．意見交換 

・学び直しの講座をこれから設けていくということだが、休日などに塾関係への施設の貸し出しを行っ

ているか。 

・施設の貸し出しは現在行っている。 

・中学受験向けの教育をしている会社の定期テスト、通信制高校のスクーリング会場としてご利用いた

だいている。 

・授業アンケートの目的は授業改善に役立てることだと思うが、このアンケートで本当にその効果があ

るのかがわからない。授業改善には、今行われている授業公開、授業参観が一番役に立つ。全くやら

ないわけにいかないと思うが、もう少しアンケートの内容を易しいものにしてみたらどうかと思う。

細かな分析結果を現場の教員が見て改善しようとは思わないと思う。一番参考になるのは記述部分で

はないか。質問の項目と分析の仕方を改めてみてはどうか。来年度の取り組みとしてその辺を考えて

いただけたらと思う。 

・自己点検・自己評価委員会事務局として、回答させていただきたい。昨年度の後期アンケートから、

アンケートを見てどう思ったか、あるいは今後どうしていくかということを常勤教員に簡単に書かせ

るシステムを始めた。各学科長に提出という形をとり、次回の後期アンケートで３回目となる。授業

改善については、ＰＤＣＡサイクルを意識してアンケート結果を見る形が始まったところである。ア

ンケートは３年ごとの改定が通例になっている。内容についてはご意見を踏まえて、必要なことが回

答できるようなアンケートを今後検討していきたいと思う。 

・今の事務局からの回答を踏まえて、授業アンケートについてご意見をいただければと思う。 

・居眠りをしていないとか、スマホを使っていないとか、そういうことをアンケートで問う必要がある

のかと思った。実際に授業をやっていると学生が何をしているかよく見えるので、それは授業の様子

から自分で評価すればいいと思う。どちらかというと講義の内容とか、内容が伝わっているかどうか

という評価の視点のほうが今後の授業の参考になると思う。 

・評価を受ける立場としては、自由記述のところは注意して見る。アンケート調査そのものについては、

知りたいことは個別にいろいろあるが、どういうテーマで何を聞きたいのかというところから設問を

つくり上げていくことも必要かと思う。 

・アンケート結果が個々の先生方の授業改善にどのくらいつながっているかという点は、多少疑問符は

あるが、相対的な様子はうかがえるのではないかと思う。アンケートも授業改善につなげるための方

法の一つだが、教員が学生からどういう評価を得て次にどう実践していくかというところが授業１コ

マごとにあると思う。それを教員がどのくらい実践しているかということが重要なのではないか。
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個々の授業の中でＰＤＣＡサイクルがどのくらい機能しているかを考えていただきたいと思う。 

・アンケートをとったほうがいいのは間違いないと思う。細かく精度のあるものをまとめるのはいいが、

内容を絞ったとりやすいアンケートで、それがきちんとフィードバックされて、先生方の授業の改善

につながるという実効性に重点を置いていただければと思う。どの資料も簡潔に要点を絞って、実効

性があるものにすることが大事だと思う。 

・アンケートには居眠りをしていてもしていないと書くだろうし、どれだけ学生が真剣に回答している

のかと不安な項目もあるので、それも見極める結果だと思う。授業の内容が学生に伝わっているかど

うかが保護者としては一番知りたいところでもあり、先生方にも学生に内容が伝わっているかわかる

ような結果であるといいと思う。 

・先ほど実効性が大事というお話があったが、やはりそこが重要だと思う。確かに授業の改善のために

レポートを書いてそれを学科長とか校長が確認するということが行われているが、果たして実効性が

あるのかと考えてしまう。そういうシステムだから書くのだろうが、書けている割には実効性が上が

らないような気がするところもある。それより本来やるべき授業と授業準備に先生が力を割いたほう

がいいと思うところがある。 

・授業アンケートは学生の側から見た感想なので、教員として見た場合、わかりにくいと書いてあるけ

れども本当にわかりにくいのか、学生の側に問題はないのかということは、学科長を含め検証してい

る。兼任教員は授業公開に参加される率が低いので検証できない現状である。常勤教員の場合は相互

チェックができている状況で、ある程度ＰＤＣＡサイクルが回っていると思う。今年度は兼任教員の

授業公開の参加人数を伸ばすことはできなかったが授業公開を学校全体に広げて、授業アンケートと

授業公開をリンクさせていくことが必要ではないかと思っている。 

・授業アンケートと授業公開をリンクさせていくことは仕組みとして考えている。授業アンケートは当

初、実施にあたって抵抗もあった。人事考課には反映させない、教員個々の教育改善に役立てるとい

う趣旨で始まったが、昨今の事情で言うと、管理上の視点も多少入れなければいけない。質問項目は

３年ごとに改定している。学生自身に居眠りのことを問いかけているが、実は自由記述の点でアンケ

ートが荒れたというか学生が書きたい放題というようなことがあって、学生自身にも、授業にきちん

と向き合ってもらうための仕かけの質問として居眠りについての項目を入れた経緯がある。ただ、ア

ンケート週間は学生からすると毎授業のアンケートで、いちいち丁寧に答えられないこともある。時

期的には前後期とも授業期が終わる前に実施し、少しでも残りの期間の授業に生かせるような形のフ

ィードバックとして、1 週間後くらいに結果を出している。まずはきちんとアンケート結果を受けと

めていただくことが必要で、今後に向けたコメントを兼任教員にもいただく形も進めていきたい。改

善の余地が多々あると思うので、授業アンケートを生かすという点で、このような場でまた具体的な

ご提案もいただければと思う。 

・質問項目の点で、例えば、授業の目的や学習の目的、期待していることや役立ったことと２つのこと

を聞いている。これはダブルバーレル質問と言って、アンケート調査にはあまり適さない質問の仕方

だが、それが非常に多い。質問の文章についても気をつけたほうがよいと思う。 

・具体的な意見が出てよかったと思う。 

以上 


